○一ノ宮神宮寺系と南條氏寺系

　さて、按ずるに前記のとおり安楽寺はもと天台宗一ノ宮神宮寺の別当院として、天正９年（１５８１）のころ僧ヶ谷より越えて字宮ノ前附近の鞍部に移り、寺領のない薬師如来を本尊として護持EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごんぎょう),勤行)しているうち（註・永正元年（１５０４）本尾崎の祖、弥治兵衛が宇野村に永住してから７７年後）、承応２年本願寺への転

安楽寺と本尾崎の
宗となったようであることはさきにも述べたが、本尾崎家の家祖弥治兵衛は、もと中国地方きっての守護大内

関係
義弘の子孫で、２６歳ごろに日本海沿岸航行中永正元年（１５０４）に遭難して宇野に永住することになり、以後天正３年（１５７５）芸州実家において９７歳で歿している。安楽寺が僧ヶ谷より宇野部落字宮ノ前に移ったのは天正９年（１５８１）であるから、尾崎２代の彦兵衛の時代（註・この人は正保４年（１６４７）歿、行年１０８歳）で、尾崎家の基礎も固まり大内氏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうえい),後裔)として地方に巾の利く豪農でもあり船主でもあったろう（註・大内氏は朝鮮・支那方面と貿易）。安楽寺即ちもとの正来院は、かかる有力者を背景として移転が実行されたに相違ない。恵日の入寂は延宝３年（１６７５）で、承応２年の転宗後２２年にあたる。これまではまだ天台宗正来院として台行を勤行しつつ、一方香宝寺開基とともに池田新左衛門尉軌長について真宗の説教聴聞中であったようで、いよいよ承応にいたり転宗に踏み切った。そして、宇谷乗蓮寺とともに真宗のお寺を確立したものと認められる。
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安楽寺(東本願寺)
　しかし、ここに注意せねばならない点は、師僧分である香宝寺の西本願寺末に対して、安楽寺・乗蓮寺は、
と香宝寺（西本願
東本願寺末として対立しているのはどういう事情によるものか、まず下に本願寺とこの地方の東西両派との関
寺）との関係
係を表示してみよう。
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安楽寺の東本願寺
　上の年表を通覧してわかることは、羽衣石城下慶相寺から浅津にうつり更に文明１０年山科に隠棲中の蓮如
系となった事情　　　の教化を受けた上杉兵部大輔の時代は、親鸞血統の本願寺派と門徒派との２派があったが、本山でも地方の真宗信徒にも東西の区別はなかった。ところが文禄３年秀吉の援助によって西本願寺の創立をみるや、慶長７年まず香宝寺、勝福寺が西本願寺派のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きし),旗幟)を明らかにしたのである。したがって、香宝寺の廓堂や祐尊の法燈のもとに育った宇野安楽寺や宇谷乗蓮寺も、本来ならば西本願寺派であってもよさそうなものであるが、この２寺は後家康の後援によって生まれた東本願寺派に入信し、この地方にも東西分立の姿をみることとなった。家
東本願寺と西本願
康の政策は、本願寺の教如・准如兄弟を対立せしめ真宗勢力を両分し、かって石山合戦のおりにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),甜)めた信長の
寺の性格
苦汁をくりかえさないようにする意図であった。中央におけるこの両立政策影響が、この地方にも浸透して、地方の真宗教団に動揺を来たし、秀吉によって創立をみた西本願寺派、家康によって創立をみた東本願寺派と両分する傾向を招来したのではあるまいか。また、前の年表をみてもわかるように、もとは源流の同じ天台宗であった正来院、慶相寺であっても、正来院流の安楽寺や乗蓮寺は、御冠山山麓に平安朝以来の永い歴史をほこる一ノ宮神宮系の流れを汲むものであり、かたや香宝寺、勝福寺は、中世末の三徳山流末・伯耆東３郡の地頭南條の氏寺慶相寺系の流れを汲むものであったらしく、その歴史的出自が異っている点も注意すべきである（註・三徳山地蔵堂勾欄の南條伯耆守元続在銘）。
関ヶ原の戦い以後
　また、一ノ宮神宮寺１３か院は国家鎮護の祈祷所で、大祭には国司の参拝供進を受けたというプライドがあ
一ノ宮神社等の変
り、慶相寺は地方地頭の氏寺という権威感もあったであろうが、関ヶ原の役以来大阪冬夏の両陣で、地方の護
化
持者は没落し、一ノ宮は１２００石の領地を失って、徳川封建体制下池田藩から漸く４石９斗２升の供進が認められた程度にとどまり、慶相寺は南條元忠の大阪陣歿と同時に唯一の檀那を失って僧徒も生活の途方にくれ、漸く定光寺に南條の法筐印塔をとどめた。そして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんぜ),現世)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼんのう),煩悩)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えどおんり),穢土遠離)の念を痛感したのは、武士を頂点とす
上杉兵部や池田父
る一般農民だったのである。これが、上杉兵部大輔や池田父子、一ノ宮神宮寺天台宗団全員が転宗する動機と
子転宗の動機
なったものであろう。たより得るものは祈願祈祷ではなく、ただ浄土EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごん),欣)求の個人個人の大千世界ただ一念念仏行であり、「悪人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(も),以)て往生を遂ぐ、况んや善人においておや」という親鸞の悪人正機説は、真・俗一体の教義で俗人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りじ),俚耳)に入り易く、いわゆる易行道を主体としてそこに教行即信證を得、また、深い理性をもった人にも教義のニュアンスが味え入信するものが漸増するにいたったことであろう。

　そこで、同じ天台宗という出自を持ち同じ師に誘導された真宗門徒でありながら東西に分立したということは、さきにも述べた国家護持を主とした神宮寺派と地頭氏寺という各々出自を異にしたプライドもあり、また多少のセクト主義の対立感が潜んでいたではなかろうかと推察される。しかし、分立当時どんな事情があったにしても、今日では寺々の通婚もあり行事の交流もあり、さして問題にはならない。
